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野間昭夫 ･安部 杉 ･前四倍司
(岐阜大学 ･医)
Lp(a)リボ怒白は人と霊長類にのみ存在する
迫伝性リ.ポ蛋白とされているO
日本ザルの秋期検診時に各頭につき血清試料約
2mlが提供された｡血清Lp(a)濃度ならびに各
種脂質およびアポリポ蛋白成分を測定した｡
採血は1988年9月27日から10月11日まで4回に
分けて行われた｡対象は日本ザル高浜群73頭 (A)､
若桜群57頭 (B)､嵐山群24頭 (C)である｡
① 血清脂質成分
日本ザルの各群の血清脂質成分を リン脂質
(PL)､総コレステロール (TC)､中性脂肪 (TG)､
遊離コレステロール (FC)､遊離脂肪酸 (FFC)､
HDLコレステロール (HDLC)の順に記す｡単
位はmg/dl､括弧内はSDを示す｡A群PL216.2
(36.1)､TC156.5(31.1)､TG55.4(15.1)､FC25.8
(6.8)､FFA28.1(9.3)､HDLC70.8(12.3);B群
PL193.9(30.2)､TC157.1(29.7)､TG50.8(ll.8)､
FC28.4(6.9)､FFA25.6(7.9)､HDLC66.9(ll.1);
C群PL217.9(22.9)､TC183.8(33.3)､TG52.7
(15.4)､FC37.5(5.9)､FFA24.8(8.2)､HDLC
75.5(10.8)であった｡
人に比して､全群においてTG､FCは低 く､
一方FFA､HDLCは高かった｡
わずかであるがPLは高 く､TCは低い傾向に
あった｡
(参 アポリポ蛋白
日本ザル高浜の43頭について測定した｡測定法
はヒト抗血桁を用いたRID法である｡ アポリ
ポ蛋白6種の測定値はそれぞれAl160.1(27.1)､
AII43.7(ll.5)､B72.7(17.5)､CI9.4(1.7)､
CII22.5(4.4)､E4.6(1.2)であった｡
各成分は人の成分に極めて近似していた｡
③ Lp(a)リポ蛋白
それぞれの群の平均値 (SD)､メディアン､ レ
ンジはA群10.8(6.1)､ll.2､0-36.7､B40.6
(ll.1)､23.8､0-134.1､C38.0(26.0)､39.5､
4.7-114.2であった｡
A群の高浜は本邦人に極めて近似 していたが､
他の群は人に比して市かった｡
霊長類におけるサイE)キシン結合グE]プリン
(TBG)及びその遺伝子構造に関する研究
班Ei久雄 ･村田酋印
(名古屋大学環境医学研究所)
我々は霊長頬TBGの物理化学的性状を検討し､
ヒトと同様のTBGの存在が狭舟頬､原損校には
認められるが､広舟矧 こは認められないことを報
告してきた｡本研究ではこれらの血中総甲状腺ホ
ルモン濃皮を測定すると共に､遊離型分画を測定
し､甲状腺機能を検討した｡
原法規 (ワオキツネザル､オオガラゴ)におけ
る血中総サイロキシン孤皮は4.5±1.7fLg/dl
であり､ヒトのめ皮とTf意差を認めなかったが､
広界頬のオマキザル科 (ヨザル､ フサオマキザ
ル､ノドジロオマキザル)では8匹中6匹までが
測定感度以下であり､測定し得た2匹の平均は､
2.8〟g/dlと低債を示した｡一方広舟類に屈する
マ-モセット科 (マ-モセット､ワタポウシク
マリン)では6.9±2.1Jg/dlとはぽヒトと同
様の濃度であった｡ラヂオイムノアッセイ法で測
定した遊離型サイロキシン氾皮は､原抜放､広舟
頬オマキザル料では､ ヒトと同様の氾皮 (1-
3ng/dl)であった｡オマキザル科の血中にヒト
TBGのような花斑相性のサイロキシン結合蛋白
が存在しないことから､この科に属するサルはヒ
トにおけるTBG完全欠氾症と同様､甲状腺機能
は正常と考えられた.広舟頬マーモセット科の遊
離型サイロキシンは5匹中4匹までが測定限界
(10.7ng/dl)以上の高値を示し､残りの1匹も
5.Ong/dlとヒトに比し高値であった｡平行透析
法による測定にでもマーモセット科の血中遊離型
分画の高値が確認された｡遊離型 トリヨードサイ
ロニンの沸皮もほぼサイロキシンと同様の結果を
示し､マ-モセット料では､ヒトの甲状腺機能元
進症患者に観察される様な遊離型ホルモンの高値
が認められた.
広舟輔マ-モセット料に属するサルが甲状腺機
能冗進状態であるとの報告は無く､これらのサル
は､血中TBGを欠如するのみならず､甲状腺ホ
ルモン'に対し不応性であることが示唆された｡
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